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（研究テーマ） 
 形態形成運動における三量体Ｇ蛋白質シグナルの調節機構 

（メッセージ） 

 発生過程において細胞は集団となってダイナミックに移動し形を変える。同じ時間

に同じ方向へ細胞が集団となって動く様は、「美しい」の一言につきる。この「美しい」

までに協調された細胞運動の制御メカニズムを知りたい。ショウジョウバエの原腸陥

入をモデルに、G 蛋白質シグナルのファインチューニングがどのような分子メカニズ
ムで起こり、細胞運動の制御にどのような役割をもつのか、調べている。 
 さらに、京都大学へ移動後、新しいテーマとして、個体の環境適応の研究も始めた。

個体が環境に適応していく時、どのようなシグナル伝達が働き、遺伝子発現がどのよ

うに変化するのか、調べている。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

1. ショウジョウバエの遺伝学  

遺伝学的スクリーニング、ミュータントの原因遺伝子の同定、ミュータントの表現型の解

析、ショウジョウバエのバイオリソースの活用  

2. 顕微鏡観察とライブイメージング  

共焦点レーザー顕微鏡を用いた免疫組織染色の観察とライブイメージング 

 


